














すが、「独立して電気工事会社を始めよう」と考え、
東電を辞めたんです。
　当時（昭和 40 年前後）は高度経済成長時代の真っ
ただ中で、電化製品はどんどん売れる。マイホーム時

Ⅰ.「父の夢」を受け継ぎ実現した 22歳の起業

　私の父・鉄彦は東京電力の社員でした。私が中学 1
年生ぐらいまでは東電の技術者として勤めていたので

　それにしても、私もかなり素直だったんですかね。
とにかく「電気屋になれ」が父の口癖だったし、厳命
でもありましたから、父が亡くなった後も当然のよう
に工業高校に進み、電気を勉強したわけです。
　そして卒業後に、川崎市内で商売をされていた、私
と同姓の鈴木さんという方が 1 人親方みたいな形で
やっていた電気屋さんに採用していただき、足掛け 4
年ぐらい修業させてもらいました。
　それで 22 歳になる年（昭和 49 年）に独立して、
自分で商売を始めました。それが現在の株式会社イス
ズの前身・伊鈴電設株式会社の、さらに前身に当たる
「伊鈴電設」です（※伊鈴電設の法人化は昭和 59 年。
その後、平成 12 年に現在の株式会社イスズへと社名
変更した）。要するに最初は法人化せず、修業時代の
親方と同様に、私も 1 人親方としてスタートしたわけ
です。
　22 歳で独立などというと「お、凄いな」と思う方
もあるかもしれません。でも実際には、火の車でした
ね（笑）。修業を始めた頃は日本の景気も悪くなかっ
たのですが、昭和 48 年のオイルショック（第 1 次）
以降は、親方のところでも仕事が激減しました。
　それで「どうせ仕事がないなら、1 人でやるのも同
じか」ということもあり、独立することになったわけ
です。しかし、資材の価格が全般に上昇していて、毎
月のやり繰りには本当に苦労しました。

代の先駆けで戸建住宅がたくさん建てられ、大きな団
地もあちこちに建ち始めていました。
　したがって電気工事の仕事も引く手あまたでした
が、肝腎の電気工事業者が少なかった。建築屋さんは
たくさんいて、建物はたくさん建つのですが、電気工
事をする業者が足りない。当時の電気工事は、そのた
めにものすごく儲かったんです。
　だから東電といえども電力の供給だけじゃなく、当
時は末端の工事までもよく手掛けていたようです。技
術系に配属された社員は必然的に技術が身に着いてい
く。資格試験も会社の援助でどんどん取れる。その結
果、会社を辞めて独立していく人が、父の同僚にもと
ても多かったそうです。
　そうした流れに乗って、父も電気工事会社を自分で
創ろうと、東電をとりあえず辞めたわけです。それか
ら準備しようというのですから、のんびりした話です
が（笑）、その準備期間はもっぱら、母・ウメが経営
していた定食屋の手伝いなんかをしていた。
　当時はとにかく日本中が忙しかった。とくに私の生
まれ育った川崎近辺は、京浜工業地帯のど真ん中で、
若い労働者が街にたくさんいて、その人たちの暮らす
アパートもたくさんありました。電気工事業者や銭湯
などと並んで、食堂も大変に忙しかったんです。
　母のやっていた定食屋も、だから大変なにぎわいで
した。電気工事で独立しようとしていた父は、その手
伝いの忙しさもあってか、やがて体を壊してしまいます。
　会社を発足させるどころか、東電を辞めてわずか 1
年後、私が中学 3 年生の時（昭和 41 年）に、父は急
死してしまうのです。本当にアッという間の出来事で
した。

　東電を辞めた父・鉄彦さんの夢は、当時中学 1
年生だった鈴木会長との親子タッグで、電気工事
会社を切り盛りすることだった。だから和彦少年
には口癖のように、「お前は地元の工業高校に進学
し、電気の勉強をして、将来は一緒におれと電気
工事の仕事をするんだ」と言い聞かせた。
「よく訳の分からないままに、いつの間にか自分も
その気にさせられていた（笑）」和彦少年は、父の
死から 1 年後、それでも神奈川県立向の岡工業高
等学校電気科に進学する。
　父から与えられた「電気工事士になるという運
命」を現実のものとするべく、勉学に励むことに
なったのだ。

きるような仕事をしたい」と考えるようになっていき
ました。
　しかし、現状はそんなこと夢物語でしかなかったし、
さて、どうしたものかと（笑）。そんなことを考えて
いるうちにふと思いついたのが、高校時代のアルバイ
トで手掛けたことのある街路灯（道路照明）の設置工
事でした。
　オイルショックに見舞われたとはいえ、国土の開発
や産業の発展に高速道路や一般国道の拡充化は不可欠
です。付随して道路に据え付ける街路灯の仕事も途絶
えることはない。
　それから高校時代にバイトでやらせてもらっていた
街路灯の会社は孫請けだったのですが、それでも住宅
の電気工事より、かなり日当がよかった。「これが元
請だったら、かなり儲かるんだろうな」と高校生なが
ら想像したことを、今でもよく覚えています。だから
街路灯の仕事なら、会社もうまく回転させていけるの
ではないかという目算がありました。

　当時の街路灯は水銀灯。その街路灯を工事する
業者は実際、常に手が足りない状況があり、建設
省（当時）や自治体にとっては業者集めが急務だっ
た。そこで「住宅建築の元請けは無理でも、街路
灯の世界なら付け入る隙はあるのではないか（笑）」
と考えた鈴木会長は、ツテを頼って街路灯工事の
世界に進出する。
　そして数年後の昭和 59 年、伊鈴電設を法人化し
て間もなく、伊鈴電設は川崎市が発注する外路灯
工事における、元請企業の座の一つを勝ち取るの
だ。
　背景には高校時代のバイトの記憶をキッカケに
街路灯にシフトするというような、常に時代状況
を見据え、商機を捉えて離さない鈴木会長の鋭い
まなざしがある。
　その「機を見るに敏な性格」と地道な実行力が、
やがて、独立当時は無理と諦めていた「住宅建設
の元請」をも、「創意工夫」の結果として実現させ
ていくことになるのだが、それは後にまた詳しく
ご紹介したい。

Ⅱ.《街路灯》から《太陽光発電》へのシフト転換

　街路灯の仕事は平成時代の初期、いわゆるバブル経
済が崩壊（平成 3 年）する頃までは、当社のかなり重

　経緯はともあれ、鈴木会長はかくして、弱冠
22 歳で父の夢を 1 人で叶えることになった。高
校卒業後わずか 4 年。父・鉄彦さんが志半ばで急
逝して 8年目だった。
　ちなみにその時の社名・伊鈴の「鈴」は、鈴木
会長の「鈴」であり、「伊」は母方の祖父・富岡伊
太郎さんの「伊」だという。
　鈴木会長は独立するにあたり、母・ウメさんが
経営していた定食屋の一部を改造し、事務所にさ
せてもらった。そのウメさんの経営していた定食
屋の屋号が「伊鈴」。そのまま社名にしたわけだが、
それが現在の繁栄に至る、すべての始まりだった。

　独立した当初の仕事は、主に公共工事の孫請け仕事
と、住宅建築の下請け仕事でした。
　とくに住宅建築はあの当時、戸建ての建て売りがだ
いたい 400 万円～ 500 万円で買えたんです。20 坪
程度の土地付きでね。昭和 49 年当時の大卒の初任給
は 7 万円台ぐらいでしたから、当時は初任給ベースの
年収 5～ 6 年分で戸建て住宅が買えたわけです。現
在なら少なくとも 12～ 13 年分、ヘタすれば 15 年
分以上は出さないと買えない。

　そんな状況だったので、仕事の口はぽつぽつとあっ
たものの、絶対数が以前より少ない。それに結局は下
請けだし、同じような建売戸建て住宅を作ってばかり
いるのも、なんかもうひとつ、遣り甲斐という部分で
物足りなかったですね。そんな悶々とした気持ちを常
に抱えていました。
　それもあって、「どうせやるなら、いつか元請でで

　太陽光発電に関しては、国も支援を明言していまし
た。私も京セラの見学で「これからの時代はこれだ」
と確信し、「当社でも太陽光発電を手掛けよう」と決
意はしたものの、当時はとにかく、ソーラーパネルが
高かった。
　太陽光発電を支援する国の補助制度もありました
が、それは企業向けではなく、民間の個人向けで、ソー
ラーパネルを設置すると 1 キロワットあたり 90 万円
の補助金を出すというものでした。しかし当時のソー
ラーパネルは、住宅用の標準的な 4 キロワットのセッ
トでも、設置すれば850万円ぐらいはかかったのです。
　でも、とにかくその制度に応募するだけ応募してみ
ようか、当選もするはずないしと、気楽に考えて個人
資格で応募したら、当選しちゃった（笑）。
　実は当時、たまたま自宅を新築したばかりで、資金
繰りは余計に苦しくて、うちの奥さんからも、「あんた、
お金もないのに、どうするの」って叱られて（笑）。「だ
けどもう選ばれちゃったんだから、やるしかない」と
説得し、理解してもらいました。
　それで銀行から金を借りて、まずは平成6年のうちに、
松下電工（現・パナソニック）からソーラーパネルのシ
ステム一式を購入し、本社屋上になんとか設置しました。
　かなり高くつきましたけど、国の助成事業でもある
ということからか、銀行は割とすんなり貸してくれま
したね。手前味噌になりますが、それ以前から、うち
の会社は銀行には堅く、きちんと返していましたから、
恐らくそういう信用もあったのだと思います。
　そしてソーラーパネルを設置した翌年の平成 7 年に
は、「住宅用太陽光発電設備工事／システム設計／施
工／販売」のすべてを手掛ける事業を、いよいよ本格
的に開始したのです。

要な収入源になっていました。道路建設の需要はオイ
ルショックや、バブルの崩壊とは関係なく続いていき
ましたし、それに伴って街路灯の仕事も相変わらず需
要がありました。
　ところがバブルが崩壊したとたん、ご承知のように
公共事業が急速に冷え込み、箱モノ建設の需要が急速
に減っていきます。そのシワ寄せが街路灯の世界の需
給環境を一気に変えていったのです。
　それまでの公共工事の世界では、箱モノ専門と街路
灯専門の業者とが、棲み分けしていました。別にそう
いう決まりがあったわけじゃありませんが、箱モノの
巨大工事を請け負う大手電気工事会社は、箱モノが忙
しい時代には街路灯なんかには見向きもしなかったわ
けです。ところが箱モノが冷え込んでくると、そんな
ことはいっていられないとばかりに、街路灯の世界に
も進出してきた。こつこつと実績を積み重ねてきた者
からしてみれば「聖域が荒らされた」感じですよ（笑）。
　いずれにせよ、大手業者が本気で入札に参加して、
安い値段で下請けに回していくのですから、私たちの
ような零細企業がかなうわけありません。我々が街路
灯設置のための専用クレーンをはじめ、機材もちゃん
と揃えてやっていたのに対し、そんな機材がなくたっ
て大手業者は下請け・孫請けにやらせればいいわけで
すからね。
　では、これからどうしようか。そう悩んでいたとき
に出会ったのが、太陽光発電だったのです。それは平
成 5 年のことで、その年はちょうど私が、神奈川県電
気工事工業組合の第 3 代目青年部会長に就任した年で
もありました。
　私としては自分の将来に向けた模索とともに、青年
部会長としても何か新しい事業に取り組みたいと考
え、青年部会の仲間たちと勉強会を開くなど、試行錯
誤を繰り返していた時期と重なります。
　その過程で関心を深めたのが、太陽光発電の可能性
でした。そこで青年部の仲間たちと語らって、翌年、
千葉県佐倉市にある京セラの研究施設「佐倉ソーラー
エネルギーセンター」へ見学に行ったのです。

　鈴木会長がこの見学会から受けたインパクトは
大きかった。とくにそこで見た、ラクダの背中に
50 センチ四方の太陽光パネルを載せて発電したエ
ネルギーで、冷蔵庫を稼働させるというＰＲ映像
に衝撃を受け、「これからは太陽光の時代だとの意
を改めて強めた」と述懐する。

Ⅲ. 新工法によるメガソーラー建設で「かながわ地球
環境賞」

　その頃ちょうど、知り合いから燕三条（新潟県）の
ほうで画期的な省エネ・エコ住宅を造る工務店がある
と紹介されまして、私はそこで早速、修業させてもら
うことになりました。
　こっちで仕事をしながら 3 年間通いまして、まずは
住宅づくりに関する技術、付随するノウハウを修得。
建築の建設業許可も無事に取得しました。
　それが平成 12 年のことで、この建築業許可の取得
を機に、社名を現在のイスズへと変更したわけです。

　昭和 49（1974）年に 1 人親方の電気工事店か
らスタート。10 年後の昭和 59（1984）年には、
法人化とともに街路灯の世界に進出。さらに 10
年後の平成 6（1994）年に太陽光発電と出会い、
その翌平成 7 年には太陽光発電の設計・販売を始
めた。さらにその 5年後の平成 12（2000）年に
建築業許可を取得した。
　結果論ではあるが、こうした区切り区切りの時
期に実行されてきた社業の「イノベーションの連
続」により、イスズはいわば「小さな総合建設会社」
としての陣容を整えることとなった。
　だがイスズの自社イノベーションは、ここから
さらに本格化していくのだ。

　当社が設計・施工・販売しているゼロエネ住宅とは、
要するに太陽光発電システムを組み込んだオール電化
の住宅です。
　設計から取り組んできた理由は、一つには太陽光パ
ネルの設計・施工の仕事を通じて、さまざまなユーザー
の方たちと親しくなるにつれ、当時の住宅業界の手法
のほとんどが業界主導型の「売り手主義」であり、お
客様の意向がほとんど反映されないものだということ
に気づかされたことにあります。
　それを打破するには、設計の段階からお客様の意向
を極力取り入れるだけでなく、アフターサービスにつ
いてもとことん、お客様の意向を反映したものにして
いかなければいけない。
　建物や電気に関することだけでなく、例えばそれが
ガスや電気など畑違いのことであっても当社が一括し
て受け付けるような、いわゆるワンストップ・サービ
スのような体制を整えるのが一番だと。

　自社屋上にパネルを設置した翌年に、いきなり
ソーラーパネルの設計から施工、販売までのすべ
てを手掛けることになった鈴木会長。だが、最初
にパネルおよびシステム一式を購入した販売元の
松下電工は OEM 製品を売るだけで、設置ノウハ
ウやそのための架台などの部材は一切取り扱って
いなかった。システム一式といっても「パネル・
パワコン・接続箱」の 3点のみ。説明書すらなかっ
た。
　結局は自力で工夫し、設置するしかなかったわ
けだが、「その経験が、実は後に生きた」と鈴木会
長は語る。

　説明書がないので、松下の担当者に聞いたら、販売
実績そのものがほとんどないから、自分たちにもよく
わからないと（笑）。仕方ないので架台を鉄骨で一か
ら組んだりして、独学で 4 か月もかけて設置したわけ
です。しかし、その経験を通して、販売元ですらよく
わかっていない太陽光発電の仕組みを理解できたので
すから、自信にもなりましたし、会社にとっても大き
な財産になりました。
　それで勇躍、翌年から太陽光発電の販売・施工を新
たな会社の柱の一つとして打ち出したわけですが、ほ
とんど売れない（笑）。先ほども言いましたけど、4
キロワットで 850 万円もする高額商品ですからね。
そんなに簡単に売れるとは思っていませんでした。で

も、想像以上に売れない
（笑）。
　さて、困ったと。これを
なんとか正真正銘、会社の
柱の一つにするにはどうし
たらいいだろうか。そう考
え続けて思いついたのが、
既存の住宅に太陽光発電シ
ステムを後から据え付ける
のではなく、最初からこれ
を住宅に組み込んで売れば
いいじゃないかという、逆
転の発想的なアイデアでし
た。
　その結果誕生したのが、
当社の現在の柱の一つに
なっている《ゼロエネル
ギー住宅》なんです。

　キッカケは平成 24 年 2 月に開催された「川崎国際
環境技術展」に当社がブースを出展したことにありま
す。ブースでは当社の太陽光発電への取り組みに関す
る展示をしていたわけですが、そこに年輩の男性が現
れ、「相模原に塩漬けになった土地があり、そこにメ
ガソーラーを建設したいのですが、金がまったくない。
協力してくれませんか」と言ってきた。
　それが NPO 法人「e デザイン」の林徳代代表理
事だったのですが、「うわっ、面倒くさそうなこと
頼まれちゃったな」というのが第一印象でした（笑）。
その「面倒くさそう」というのは、実は私自身がそ
ういう話を聞いてしまうと、「困難だからこそ、や
りたくなっちゃう性格」だからなのかもしれません
（笑）。
　視察に行きますと、その土地は実際、日当たりの良
さなど、メガソーラーを建設するには適していました。
それに元残土処分場だから安く借りられる。しかし、
計算してみると、建設費は 2億 4000 万円ほどかかる
ことがわかった。

　したがって当社のゼロエネ住宅は、単に省エネ・エ
コ住宅であるだけでなく、設計の段階から、そうした
ことを考慮し、販売後も長くユーザーの皆様とお付き
合いさせていただくことを前提にした、「一つのシス
テム」なのだといえるかもしれません。

　このように社業を少しずつ、またコンスタント
に広げてきた株式会社イスズは、鈴木会長の牽引
によって長年にわたり培ってきた太陽光発電の世
界で、やがて一つの金字塔を打ち立てる。
　神奈川県内の中小企業として初めて、メガソー
ラーの建設を自力で設計・施工したのだ。
　景観・緑地保全活動などで実績のある川崎市麻
生区の NPO 法人「e デザイン」と連携して、平成
25年、相模原市緑区の残土処分場跡（約 3ヘクター
ル）に出力約 1000キロワット（1メガ）のメガソー
ラーを建設した。計画の立案も含め、行政が一切
タッチしない「民間主導型の初のメガソーラー建
設」として大きな話題になった。同時にこのとき、
イスズは太陽光パネル設置工事に関する斬新な工
法をも発案する。

ギー問題にシフトした仕事を、社会貢献の意味も含め
てやっていきたい。そう考えているんです。

　実際、相模原市に民間主導型のメガソーラー建
設を成功させてからというもの、イスズおよび鈴
木会長への熱視線が、各方面から寄せられている。
例えば平成 27 年 11 月に発表された「平成 27 年
度かながわ地球環境賞」（神奈川県）において、イ
スズが「かながわスマートエネルギー計画部門賞」
を受賞したのもその一例といえる。
　同賞受賞の理由は「民間主導による環境負荷の
少ないメガソーラーの設置」。同賞公式サイトによ
れば、さらに「相模原市の元建設残土処分場に、
民間の中小企業イスズが中心になってメガソー
ラーを設置したこと。自社で開発した新工法（前述）
を採用することで、コンクリート製の基礎が不要
になるなど、環境負荷が激減したこと。さらに川
崎市新エネルギー振興協会の会員として、新エネ
ルギーの普及促進にも尽力していること」などが
挙げられている。

　実は昨年、イスズの経営を息子・修一に譲ってから
は、グループ会社のイスズエナジーを設立して、私が
代表になりました。
　自然エネルギーの活用による発電・売電関係の仕事
は今後すべて、このイスズエナジーで扱っていきます。
そしてメガソーラーの建設などは従来通り、イスズが
扱います。
　そういう観点から今、新たに力を入れ始めているの
が、地熱エネルギーの活用事業です。舞台は秋田県湯
沢市です。
　実はこの 9 月に湯沢市にそのための営業所も作るこ
とになっています。湯沢市で以前に営業していた「道
の駅」が閉鎖されて、それが今、湯沢市役所の所有に
なっているのです。それを借りて営業所に使わせても
らうことになっています。
　湯沢市で地熱発電に係ることになったのは、第一に
地元からの要請があったからです。あのへんは温泉が
豊富だし、確かに地熱発電には適している。
　それから湯沢市と連携して地熱発電をやろうとして
いた業者が、途中で挫折してしまったという前段があ
ります。
　簡単に言いますと、私としては地元からの要請に応
えて、それを引き継ぎ、発展させていこうと。そうい
うことになります。

　この資金問題に関しては、地元の金融機関や商工中
金からの融資に加え、KIP の設備資金貸付制度なども
活用させてもらいました。

　この初めてのメガソーラー建設の際、イスズは地
面に杭を直接打ち込む新工法を開発し、実践してい
る。この工法には長年にわたるイスズの太陽光発電
への取り組みが生きており、通常では 3 か月かか
る工期がなんと 1か月半で済んだのだ。
　そしてこの工法はその後も、イスズのメガソー
ラー建設の大きなアドバンテージになっていく。

　その後、当社は伊東市（1 メガ、2015 年）、那須
塩原市（2メガ、2015年）、君津市（2メガ、2015年）、
一関市（1 メガ、2016 年）にメガソーラーを建設、
相模原の 1 メガ、滋賀県の 0.6 メガと合わせて計 7.6
メガの太陽光発電所を持つことになりました。
　会社の規模からいって、これだけの太陽光発電所を
もっている事例は珍しいのではないでしょうか。
　改めて考えてみますと、平成 6 年に京セラの研究所
で、ラクダの背中に載っているソーラーパネルの映像
を初めて見て驚いたのが、すべての始まりでした（笑）。
あれからもう 23 年が経過したわけです。なんだか長
いような短いような月日で、苦しいことも少なくあり
ませんでしたが、今振り返ると総じて楽しい日々でした。
　でも実は、私のお楽しみは「まだまだこれから」だ
と思っています（笑）。会社のほうは昨年、息子（修
一さん）に譲りましたし、これからはもっぱらエネル

るとかね。そういった、地元の人たちが喜んでくださ
るような方向になるべくシフトしていきたい。結果的
に地元の人たちの雇用の場づくりにも貢献できるとい
いですね。

　秋田県湯沢市は昔から湯治場で栄えた土地柄があ
る。そのための施設も豊富で、「地熱発電が成功し
たら温泉との連携で、観光振興などの地域貢献にも
協力していきたい」と鈴木会長。
　そのためには「まず発電に成功し、売電できる形
にまでしていかなければならない」（鈴木会長）の
は当然だが、太陽光発電で培った経験を基に、鈴木
会長には確かな目算があるとうかがえる。
　だからこそグループ会社（イスズエナジー）まで
設立したわけだが、それは「本体（イスズ）と原資
を分離するためのケジメでもある」と語る。アイデ
ア豊富な人は、えてして丼勘定に陥りやすいものだ
が、鈴木会長は 22 歳で独立して以来、時に冒険的
な仕事の仕方もしてきた半面、常にひとつひとつ、
地歩を固めてから「夢」の実現に近づいてきた経緯
がある。イスズエナジーの設立はそういう意味で、
太陽光発電事業についての自信に、地熱発電へのメ
ドが加わってのものではないかと推測される。
　そして今、またもうひとつ、新たな「夢」への端
緒が切られようとしている。

　イスズエナジーに続けて、昨年はもう一つ、グルー
プ会社が加わりました。株式会社「イスズあぐりん」

Ⅳ. さらに続く《夢》の実現に向けたチャレンジ

　太陽光だけでなく、自然エネルギーに対する関心は、
ずいぶん前から強かったんです。二酸化炭素を大量に
排出する石油エネルギーの限界は明らかですし、その
ためにはいつか、自然エネルギー重視に舵を切る必要
がある。
　それは実は、太陽光発電に実際に係るようになる以
前からの思いで、当初は風力エネルギーにも大きな関
心をもっていました。
　しかし、やはり安定的にエネルギーが得られそうな
のは、まず日本では昔から盛んな水力発電ですよね。
それ以外の、新エネルギーとしてはやはり太陽光です。
それから火山大国・日本の特徴を活かした、地熱発電
だと思います。
　地熱が活用できそうな温泉地は全国各地にあります
から。太陽光とともに、これは自然エネルギーの一つ
として、ぜひ世に出していきたいと考えています。
　太陽光発電の場合は、それが商売の柱の一つでも
あったわけですが、とくに相模原のメガソーラー建設
以降は、地域貢献・社会貢献の意味合いも強まってき
ています。
　なかでも今回の地熱発電に関しては、最終的な目的
は売電による利益もさることながら、地熱発電で利用
する蒸気を使ってビニールハウスの熱源にし、付加価
値の高い果物や野菜を地元の人たちが作れるようにす

☆取材後記☆
　息子との親子タッグで電気工事会社を営む「夢」を語って
いた、鈴木会長の父・鉄彦さんが亡くなってから、昨年は奇
しくも 50年目の節目に当たった。
　その節目の年に、株式会社イスズにはグループ会社が新た
に 2 社加わり、鈴木会長が手塩にかけて育ててきたイスズの
自然エネルギー事業も、第 2ラウンドに入った。
　そして昨年、鈴木会長は長男・修一さんに、本体であるイ
スズの経営を託した。鈴木会長の父・鉄彦さんの「夢」から
数えれば、修一さんはまさに「3 代目の跡継ぎ」ともいえる
だろう。
　これからは鈴木会長と鈴木社長の「新・親子タッグ」が牽
引するイスズ・グループの、新たな時代が幕を開けていく。

です。「あぐりん」は英語のアグリカルチャー（農業）
からきています。
　千葉県君津市の当社のメガソーラーの下のスペース
を使って、農産物を作ろうという試みです。
　メガソーラーの立地している場所は文字通り、陽光
がふんだんに注ぐ場所です。パネルの下は風通しがい
い。そこで農産物が栽培できるのではないかと。
　最初の試みとしてキクラゲを今栽培して、地元でも
評判がいい出来になっています。
　君津での試みが軌道に乗れば、地熱発電の湯沢市で
も農産物の栽培をやっていくつもりです。もちろん、
他のメガソーラーもありますし、農業をやる土地やス
ペースはたくさんある。今後は「エナジー」で稼いで、
「あぐりん」で展開していきたい (笑 )。
　君津ではその他、竹を燃やしてペレット（固形燃料）
化する木質バイオマス事業の計画も少しずつ進めてい
ます。君津の周辺はやたらと竹藪が多くて、困ってい
るらしいんです。
　それをエネルギーに転換できれば、一石二鳥ですよ
ね。バイオマス発電という手もある。地元も喜んでく
れる。やりたいことが次々出てきて、本当に困ります
ね（笑）。
　まぁ、でも健康に気を付けて、これからもいろいろ
な夢をみては、息子たちの邪魔にならないよう、少し
ずつ少しずつ、実現に近づけていくつもりです。

▼

秋田県湯沢市での地熱発電実証実験

イスズが設計施工したゼロエネルギー住宅と充電中のＥＶ



すが、「独立して電気工事会社を始めよう」と考え、
東電を辞めたんです。
　当時（昭和 40 年前後）は高度経済成長時代の真っ
ただ中で、電化製品はどんどん売れる。マイホーム時

Ⅰ.「父の夢」を受け継ぎ実現した 22歳の起業

　私の父・鉄彦は東京電力の社員でした。私が中学 1
年生ぐらいまでは東電の技術者として勤めていたので

　それにしても、私もかなり素直だったんですかね。
とにかく「電気屋になれ」が父の口癖だったし、厳命
でもありましたから、父が亡くなった後も当然のよう
に工業高校に進み、電気を勉強したわけです。
　そして卒業後に、川崎市内で商売をされていた、私
と同姓の鈴木さんという方が 1 人親方みたいな形で
やっていた電気屋さんに採用していただき、足掛け 4
年ぐらい修業させてもらいました。
　それで 22 歳になる年（昭和 49 年）に独立して、
自分で商売を始めました。それが現在の株式会社イス
ズの前身・伊鈴電設株式会社の、さらに前身に当たる
「伊鈴電設」です（※伊鈴電設の法人化は昭和 59 年。
その後、平成 12 年に現在の株式会社イスズへと社名
変更した）。要するに最初は法人化せず、修業時代の
親方と同様に、私も 1 人親方としてスタートしたわけ
です。
　22 歳で独立などというと「お、凄いな」と思う方
もあるかもしれません。でも実際には、火の車でした
ね（笑）。修業を始めた頃は日本の景気も悪くなかっ
たのですが、昭和 48 年のオイルショック（第 1 次）
以降は、親方のところでも仕事が激減しました。
　それで「どうせ仕事がないなら、1 人でやるのも同
じか」ということもあり、独立することになったわけ
です。しかし、資材の価格が全般に上昇していて、毎
月のやり繰りには本当に苦労しました。

代の先駆けで戸建住宅がたくさん建てられ、大きな団
地もあちこちに建ち始めていました。
　したがって電気工事の仕事も引く手あまたでした
が、肝腎の電気工事業者が少なかった。建築屋さんは
たくさんいて、建物はたくさん建つのですが、電気工
事をする業者が足りない。当時の電気工事は、そのた
めにものすごく儲かったんです。
　だから東電といえども電力の供給だけじゃなく、当
時は末端の工事までもよく手掛けていたようです。技
術系に配属された社員は必然的に技術が身に着いてい
く。資格試験も会社の援助でどんどん取れる。その結
果、会社を辞めて独立していく人が、父の同僚にもと
ても多かったそうです。
　そうした流れに乗って、父も電気工事会社を自分で
創ろうと、東電をとりあえず辞めたわけです。それか
ら準備しようというのですから、のんびりした話です
が（笑）、その準備期間はもっぱら、母・ウメが経営
していた定食屋の手伝いなんかをしていた。
　当時はとにかく日本中が忙しかった。とくに私の生
まれ育った川崎近辺は、京浜工業地帯のど真ん中で、
若い労働者が街にたくさんいて、その人たちの暮らす
アパートもたくさんありました。電気工事業者や銭湯
などと並んで、食堂も大変に忙しかったんです。
　母のやっていた定食屋も、だから大変なにぎわいで
した。電気工事で独立しようとしていた父は、その手
伝いの忙しさもあってか、やがて体を壊してしまいます。
　会社を発足させるどころか、東電を辞めてわずか 1
年後、私が中学 3 年生の時（昭和 41 年）に、父は急
死してしまうのです。本当にアッという間の出来事で
した。

　東電を辞めた父・鉄彦さんの夢は、当時中学 1
年生だった鈴木会長との親子タッグで、電気工事
会社を切り盛りすることだった。だから和彦少年
には口癖のように、「お前は地元の工業高校に進学
し、電気の勉強をして、将来は一緒におれと電気
工事の仕事をするんだ」と言い聞かせた。
「よく訳の分からないままに、いつの間にか自分も
その気にさせられていた（笑）」和彦少年は、父の
死から 1 年後、それでも神奈川県立向の岡工業高
等学校電気科に進学する。
　父から与えられた「電気工事士になるという運
命」を現実のものとするべく、勉学に励むことに
なったのだ。

きるような仕事をしたい」と考えるようになっていき
ました。
　しかし、現状はそんなこと夢物語でしかなかったし、
さて、どうしたものかと（笑）。そんなことを考えて
いるうちにふと思いついたのが、高校時代のアルバイ
トで手掛けたことのある街路灯（道路照明）の設置工
事でした。
　オイルショックに見舞われたとはいえ、国土の開発
や産業の発展に高速道路や一般国道の拡充化は不可欠
です。付随して道路に据え付ける街路灯の仕事も途絶
えることはない。
　それから高校時代にバイトでやらせてもらっていた
街路灯の会社は孫請けだったのですが、それでも住宅
の電気工事より、かなり日当がよかった。「これが元
請だったら、かなり儲かるんだろうな」と高校生なが
ら想像したことを、今でもよく覚えています。だから
街路灯の仕事なら、会社もうまく回転させていけるの
ではないかという目算がありました。

　当時の街路灯は水銀灯。その街路灯を工事する
業者は実際、常に手が足りない状況があり、建設
省（当時）や自治体にとっては業者集めが急務だっ
た。そこで「住宅建築の元請けは無理でも、街路
灯の世界なら付け入る隙はあるのではないか（笑）」
と考えた鈴木会長は、ツテを頼って街路灯工事の
世界に進出する。
　そして数年後の昭和 59 年、伊鈴電設を法人化し
て間もなく、伊鈴電設は川崎市が発注する外路灯
工事における、元請企業の座の一つを勝ち取るの
だ。
　背景には高校時代のバイトの記憶をキッカケに
街路灯にシフトするというような、常に時代状況
を見据え、商機を捉えて離さない鈴木会長の鋭い
まなざしがある。
　その「機を見るに敏な性格」と地道な実行力が、
やがて、独立当時は無理と諦めていた「住宅建設
の元請」をも、「創意工夫」の結果として実現させ
ていくことになるのだが、それは後にまた詳しく
ご紹介したい。

Ⅱ.《街路灯》から《太陽光発電》へのシフト転換

　街路灯の仕事は平成時代の初期、いわゆるバブル経
済が崩壊（平成 3 年）する頃までは、当社のかなり重

　経緯はともあれ、鈴木会長はかくして、弱冠
22 歳で父の夢を 1 人で叶えることになった。高
校卒業後わずか 4 年。父・鉄彦さんが志半ばで急
逝して 8年目だった。
　ちなみにその時の社名・伊鈴の「鈴」は、鈴木
会長の「鈴」であり、「伊」は母方の祖父・富岡伊
太郎さんの「伊」だという。
　鈴木会長は独立するにあたり、母・ウメさんが
経営していた定食屋の一部を改造し、事務所にさ
せてもらった。そのウメさんの経営していた定食
屋の屋号が「伊鈴」。そのまま社名にしたわけだが、
それが現在の繁栄に至る、すべての始まりだった。

　独立した当初の仕事は、主に公共工事の孫請け仕事
と、住宅建築の下請け仕事でした。
　とくに住宅建築はあの当時、戸建ての建て売りがだ
いたい 400 万円～ 500 万円で買えたんです。20 坪
程度の土地付きでね。昭和 49 年当時の大卒の初任給
は 7 万円台ぐらいでしたから、当時は初任給ベースの
年収 5～ 6 年分で戸建て住宅が買えたわけです。現
在なら少なくとも 12～ 13 年分、ヘタすれば 15 年
分以上は出さないと買えない。

　そんな状況だったので、仕事の口はぽつぽつとあっ
たものの、絶対数が以前より少ない。それに結局は下
請けだし、同じような建売戸建て住宅を作ってばかり
いるのも、なんかもうひとつ、遣り甲斐という部分で
物足りなかったですね。そんな悶々とした気持ちを常
に抱えていました。
　それもあって、「どうせやるなら、いつか元請でで

　太陽光発電に関しては、国も支援を明言していまし
た。私も京セラの見学で「これからの時代はこれだ」
と確信し、「当社でも太陽光発電を手掛けよう」と決
意はしたものの、当時はとにかく、ソーラーパネルが
高かった。
　太陽光発電を支援する国の補助制度もありました
が、それは企業向けではなく、民間の個人向けで、ソー
ラーパネルを設置すると 1 キロワットあたり 90 万円
の補助金を出すというものでした。しかし当時のソー
ラーパネルは、住宅用の標準的な 4 キロワットのセッ
トでも、設置すれば850万円ぐらいはかかったのです。
　でも、とにかくその制度に応募するだけ応募してみ
ようか、当選もするはずないしと、気楽に考えて個人
資格で応募したら、当選しちゃった（笑）。
　実は当時、たまたま自宅を新築したばかりで、資金
繰りは余計に苦しくて、うちの奥さんからも、「あんた、
お金もないのに、どうするの」って叱られて（笑）。「だ
けどもう選ばれちゃったんだから、やるしかない」と
説得し、理解してもらいました。
　それで銀行から金を借りて、まずは平成6年のうちに、
松下電工（現・パナソニック）からソーラーパネルのシ
ステム一式を購入し、本社屋上になんとか設置しました。
　かなり高くつきましたけど、国の助成事業でもある
ということからか、銀行は割とすんなり貸してくれま
したね。手前味噌になりますが、それ以前から、うち
の会社は銀行には堅く、きちんと返していましたから、
恐らくそういう信用もあったのだと思います。
　そしてソーラーパネルを設置した翌年の平成 7 年に
は、「住宅用太陽光発電設備工事／システム設計／施
工／販売」のすべてを手掛ける事業を、いよいよ本格
的に開始したのです。

要な収入源になっていました。道路建設の需要はオイ
ルショックや、バブルの崩壊とは関係なく続いていき
ましたし、それに伴って街路灯の仕事も相変わらず需
要がありました。
　ところがバブルが崩壊したとたん、ご承知のように
公共事業が急速に冷え込み、箱モノ建設の需要が急速
に減っていきます。そのシワ寄せが街路灯の世界の需
給環境を一気に変えていったのです。
　それまでの公共工事の世界では、箱モノ専門と街路
灯専門の業者とが、棲み分けしていました。別にそう
いう決まりがあったわけじゃありませんが、箱モノの
巨大工事を請け負う大手電気工事会社は、箱モノが忙
しい時代には街路灯なんかには見向きもしなかったわ
けです。ところが箱モノが冷え込んでくると、そんな
ことはいっていられないとばかりに、街路灯の世界に
も進出してきた。こつこつと実績を積み重ねてきた者
からしてみれば「聖域が荒らされた」感じですよ（笑）。
　いずれにせよ、大手業者が本気で入札に参加して、
安い値段で下請けに回していくのですから、私たちの
ような零細企業がかなうわけありません。我々が街路
灯設置のための専用クレーンをはじめ、機材もちゃん
と揃えてやっていたのに対し、そんな機材がなくたっ
て大手業者は下請け・孫請けにやらせればいいわけで
すからね。
　では、これからどうしようか。そう悩んでいたとき
に出会ったのが、太陽光発電だったのです。それは平
成 5 年のことで、その年はちょうど私が、神奈川県電
気工事工業組合の第 3 代目青年部会長に就任した年で
もありました。
　私としては自分の将来に向けた模索とともに、青年
部会長としても何か新しい事業に取り組みたいと考
え、青年部会の仲間たちと勉強会を開くなど、試行錯
誤を繰り返していた時期と重なります。
　その過程で関心を深めたのが、太陽光発電の可能性
でした。そこで青年部の仲間たちと語らって、翌年、
千葉県佐倉市にある京セラの研究施設「佐倉ソーラー
エネルギーセンター」へ見学に行ったのです。

　鈴木会長がこの見学会から受けたインパクトは
大きかった。とくにそこで見た、ラクダの背中に
50 センチ四方の太陽光パネルを載せて発電したエ
ネルギーで、冷蔵庫を稼働させるというＰＲ映像
に衝撃を受け、「これからは太陽光の時代だとの意
を改めて強めた」と述懐する。

Ⅲ. 新工法によるメガソーラー建設で「かながわ地球
環境賞」

　その頃ちょうど、知り合いから燕三条（新潟県）の
ほうで画期的な省エネ・エコ住宅を造る工務店がある
と紹介されまして、私はそこで早速、修業させてもら
うことになりました。
　こっちで仕事をしながら 3 年間通いまして、まずは
住宅づくりに関する技術、付随するノウハウを修得。
建築の建設業許可も無事に取得しました。
　それが平成 12 年のことで、この建築業許可の取得
を機に、社名を現在のイスズへと変更したわけです。

　昭和 49（1974）年に 1 人親方の電気工事店か
らスタート。10 年後の昭和 59（1984）年には、
法人化とともに街路灯の世界に進出。さらに 10
年後の平成 6（1994）年に太陽光発電と出会い、
その翌平成 7 年には太陽光発電の設計・販売を始
めた。さらにその 5年後の平成 12（2000）年に
建築業許可を取得した。
　結果論ではあるが、こうした区切り区切りの時
期に実行されてきた社業の「イノベーションの連
続」により、イスズはいわば「小さな総合建設会社」
としての陣容を整えることとなった。
　だがイスズの自社イノベーションは、ここから
さらに本格化していくのだ。

　当社が設計・施工・販売しているゼロエネ住宅とは、
要するに太陽光発電システムを組み込んだオール電化
の住宅です。
　設計から取り組んできた理由は、一つには太陽光パ
ネルの設計・施工の仕事を通じて、さまざまなユーザー
の方たちと親しくなるにつれ、当時の住宅業界の手法
のほとんどが業界主導型の「売り手主義」であり、お
客様の意向がほとんど反映されないものだということ
に気づかされたことにあります。
　それを打破するには、設計の段階からお客様の意向
を極力取り入れるだけでなく、アフターサービスにつ
いてもとことん、お客様の意向を反映したものにして
いかなければいけない。
　建物や電気に関することだけでなく、例えばそれが
ガスや電気など畑違いのことであっても当社が一括し
て受け付けるような、いわゆるワンストップ・サービ
スのような体制を整えるのが一番だと。

　自社屋上にパネルを設置した翌年に、いきなり
ソーラーパネルの設計から施工、販売までのすべ
てを手掛けることになった鈴木会長。だが、最初
にパネルおよびシステム一式を購入した販売元の
松下電工は OEM 製品を売るだけで、設置ノウハ
ウやそのための架台などの部材は一切取り扱って
いなかった。システム一式といっても「パネル・
パワコン・接続箱」の 3点のみ。説明書すらなかっ
た。
　結局は自力で工夫し、設置するしかなかったわ
けだが、「その経験が、実は後に生きた」と鈴木会
長は語る。

　説明書がないので、松下の担当者に聞いたら、販売
実績そのものがほとんどないから、自分たちにもよく
わからないと（笑）。仕方ないので架台を鉄骨で一か
ら組んだりして、独学で 4 か月もかけて設置したわけ
です。しかし、その経験を通して、販売元ですらよく
わかっていない太陽光発電の仕組みを理解できたので
すから、自信にもなりましたし、会社にとっても大き
な財産になりました。
　それで勇躍、翌年から太陽光発電の販売・施工を新
たな会社の柱の一つとして打ち出したわけですが、ほ
とんど売れない（笑）。先ほども言いましたけど、4
キロワットで 850 万円もする高額商品ですからね。
そんなに簡単に売れるとは思っていませんでした。で

も、想像以上に売れない
（笑）。
　さて、困ったと。これを
なんとか正真正銘、会社の
柱の一つにするにはどうし
たらいいだろうか。そう考
え続けて思いついたのが、
既存の住宅に太陽光発電シ
ステムを後から据え付ける
のではなく、最初からこれ
を住宅に組み込んで売れば
いいじゃないかという、逆
転の発想的なアイデアでし
た。
　その結果誕生したのが、
当社の現在の柱の一つに
なっている《ゼロエネル
ギー住宅》なんです。

　キッカケは平成 24 年 2 月に開催された「川崎国際
環境技術展」に当社がブースを出展したことにありま
す。ブースでは当社の太陽光発電への取り組みに関す
る展示をしていたわけですが、そこに年輩の男性が現
れ、「相模原に塩漬けになった土地があり、そこにメ
ガソーラーを建設したいのですが、金がまったくない。
協力してくれませんか」と言ってきた。
　それが NPO 法人「e デザイン」の林徳代代表理
事だったのですが、「うわっ、面倒くさそうなこと
頼まれちゃったな」というのが第一印象でした（笑）。
その「面倒くさそう」というのは、実は私自身がそ
ういう話を聞いてしまうと、「困難だからこそ、や
りたくなっちゃう性格」だからなのかもしれません
（笑）。
　視察に行きますと、その土地は実際、日当たりの良
さなど、メガソーラーを建設するには適していました。
それに元残土処分場だから安く借りられる。しかし、
計算してみると、建設費は 2億 4000 万円ほどかかる
ことがわかった。

　したがって当社のゼロエネ住宅は、単に省エネ・エ
コ住宅であるだけでなく、設計の段階から、そうした
ことを考慮し、販売後も長くユーザーの皆様とお付き
合いさせていただくことを前提にした、「一つのシス
テム」なのだといえるかもしれません。

　このように社業を少しずつ、またコンスタント
に広げてきた株式会社イスズは、鈴木会長の牽引
によって長年にわたり培ってきた太陽光発電の世
界で、やがて一つの金字塔を打ち立てる。
　神奈川県内の中小企業として初めて、メガソー
ラーの建設を自力で設計・施工したのだ。
　景観・緑地保全活動などで実績のある川崎市麻
生区の NPO 法人「e デザイン」と連携して、平成
25年、相模原市緑区の残土処分場跡（約 3ヘクター
ル）に出力約 1000キロワット（1メガ）のメガソー
ラーを建設した。計画の立案も含め、行政が一切
タッチしない「民間主導型の初のメガソーラー建
設」として大きな話題になった。同時にこのとき、
イスズは太陽光パネル設置工事に関する斬新な工
法をも発案する。

ギー問題にシフトした仕事を、社会貢献の意味も含め
てやっていきたい。そう考えているんです。

　実際、相模原市に民間主導型のメガソーラー建
設を成功させてからというもの、イスズおよび鈴
木会長への熱視線が、各方面から寄せられている。
例えば平成 27 年 11 月に発表された「平成 27 年
度かながわ地球環境賞」（神奈川県）において、イ
スズが「かながわスマートエネルギー計画部門賞」
を受賞したのもその一例といえる。
　同賞受賞の理由は「民間主導による環境負荷の
少ないメガソーラーの設置」。同賞公式サイトによ
れば、さらに「相模原市の元建設残土処分場に、
民間の中小企業イスズが中心になってメガソー
ラーを設置したこと。自社で開発した新工法（前述）
を採用することで、コンクリート製の基礎が不要
になるなど、環境負荷が激減したこと。さらに川
崎市新エネルギー振興協会の会員として、新エネ
ルギーの普及促進にも尽力していること」などが
挙げられている。

　実は昨年、イスズの経営を息子・修一に譲ってから
は、グループ会社のイスズエナジーを設立して、私が
代表になりました。
　自然エネルギーの活用による発電・売電関係の仕事
は今後すべて、このイスズエナジーで扱っていきます。
そしてメガソーラーの建設などは従来通り、イスズが
扱います。
　そういう観点から今、新たに力を入れ始めているの
が、地熱エネルギーの活用事業です。舞台は秋田県湯
沢市です。
　実はこの 9 月に湯沢市にそのための営業所も作るこ
とになっています。湯沢市で以前に営業していた「道
の駅」が閉鎖されて、それが今、湯沢市役所の所有に
なっているのです。それを借りて営業所に使わせても
らうことになっています。
　湯沢市で地熱発電に係ることになったのは、第一に
地元からの要請があったからです。あのへんは温泉が
豊富だし、確かに地熱発電には適している。
　それから湯沢市と連携して地熱発電をやろうとして
いた業者が、途中で挫折してしまったという前段があ
ります。
　簡単に言いますと、私としては地元からの要請に応
えて、それを引き継ぎ、発展させていこうと。そうい
うことになります。

　この資金問題に関しては、地元の金融機関や商工中
金からの融資に加え、KIP の設備資金貸付制度なども
活用させてもらいました。

　この初めてのメガソーラー建設の際、イスズは地
面に杭を直接打ち込む新工法を開発し、実践してい
る。この工法には長年にわたるイスズの太陽光発電
への取り組みが生きており、通常では 3 か月かか
る工期がなんと 1か月半で済んだのだ。
　そしてこの工法はその後も、イスズのメガソー
ラー建設の大きなアドバンテージになっていく。

　その後、当社は伊東市（1 メガ、2015 年）、那須
塩原市（2メガ、2015年）、君津市（2メガ、2015年）、
一関市（1 メガ、2016 年）にメガソーラーを建設、
相模原の 1 メガ、滋賀県の 0.6 メガと合わせて計 7.6
メガの太陽光発電所を持つことになりました。
　会社の規模からいって、これだけの太陽光発電所を
もっている事例は珍しいのではないでしょうか。
　改めて考えてみますと、平成 6 年に京セラの研究所
で、ラクダの背中に載っているソーラーパネルの映像
を初めて見て驚いたのが、すべての始まりでした（笑）。
あれからもう 23 年が経過したわけです。なんだか長
いような短いような月日で、苦しいことも少なくあり
ませんでしたが、今振り返ると総じて楽しい日々でした。
　でも実は、私のお楽しみは「まだまだこれから」だ
と思っています（笑）。会社のほうは昨年、息子（修
一さん）に譲りましたし、これからはもっぱらエネル

るとかね。そういった、地元の人たちが喜んでくださ
るような方向になるべくシフトしていきたい。結果的
に地元の人たちの雇用の場づくりにも貢献できるとい
いですね。

　秋田県湯沢市は昔から湯治場で栄えた土地柄があ
る。そのための施設も豊富で、「地熱発電が成功し
たら温泉との連携で、観光振興などの地域貢献にも
協力していきたい」と鈴木会長。
　そのためには「まず発電に成功し、売電できる形
にまでしていかなければならない」（鈴木会長）の
は当然だが、太陽光発電で培った経験を基に、鈴木
会長には確かな目算があるとうかがえる。
　だからこそグループ会社（イスズエナジー）まで
設立したわけだが、それは「本体（イスズ）と原資
を分離するためのケジメでもある」と語る。アイデ
ア豊富な人は、えてして丼勘定に陥りやすいものだ
が、鈴木会長は 22 歳で独立して以来、時に冒険的
な仕事の仕方もしてきた半面、常にひとつひとつ、
地歩を固めてから「夢」の実現に近づいてきた経緯
がある。イスズエナジーの設立はそういう意味で、
太陽光発電事業についての自信に、地熱発電へのメ
ドが加わってのものではないかと推測される。
　そして今、またもうひとつ、新たな「夢」への端
緒が切られようとしている。

　イスズエナジーに続けて、昨年はもう一つ、グルー
プ会社が加わりました。株式会社「イスズあぐりん」

Ⅳ. さらに続く《夢》の実現に向けたチャレンジ

　太陽光だけでなく、自然エネルギーに対する関心は、
ずいぶん前から強かったんです。二酸化炭素を大量に
排出する石油エネルギーの限界は明らかですし、その
ためにはいつか、自然エネルギー重視に舵を切る必要
がある。
　それは実は、太陽光発電に実際に係るようになる以
前からの思いで、当初は風力エネルギーにも大きな関
心をもっていました。
　しかし、やはり安定的にエネルギーが得られそうな
のは、まず日本では昔から盛んな水力発電ですよね。
それ以外の、新エネルギーとしてはやはり太陽光です。
それから火山大国・日本の特徴を活かした、地熱発電
だと思います。
　地熱が活用できそうな温泉地は全国各地にあります
から。太陽光とともに、これは自然エネルギーの一つ
として、ぜひ世に出していきたいと考えています。
　太陽光発電の場合は、それが商売の柱の一つでも
あったわけですが、とくに相模原のメガソーラー建設
以降は、地域貢献・社会貢献の意味合いも強まってき
ています。
　なかでも今回の地熱発電に関しては、最終的な目的
は売電による利益もさることながら、地熱発電で利用
する蒸気を使ってビニールハウスの熱源にし、付加価
値の高い果物や野菜を地元の人たちが作れるようにす

☆取材後記☆
　息子との親子タッグで電気工事会社を営む「夢」を語って
いた、鈴木会長の父・鉄彦さんが亡くなってから、昨年は奇
しくも 50年目の節目に当たった。
　その節目の年に、株式会社イスズにはグループ会社が新た
に 2 社加わり、鈴木会長が手塩にかけて育ててきたイスズの
自然エネルギー事業も、第 2ラウンドに入った。
　そして昨年、鈴木会長は長男・修一さんに、本体であるイ
スズの経営を託した。鈴木会長の父・鉄彦さんの「夢」から
数えれば、修一さんはまさに「3 代目の跡継ぎ」ともいえる
だろう。
　これからは鈴木会長と鈴木社長の「新・親子タッグ」が牽
引するイスズ・グループの、新たな時代が幕を開けていく。

です。「あぐりん」は英語のアグリカルチャー（農業）
からきています。
　千葉県君津市の当社のメガソーラーの下のスペース
を使って、農産物を作ろうという試みです。
　メガソーラーの立地している場所は文字通り、陽光
がふんだんに注ぐ場所です。パネルの下は風通しがい
い。そこで農産物が栽培できるのではないかと。
　最初の試みとしてキクラゲを今栽培して、地元でも
評判がいい出来になっています。
　君津での試みが軌道に乗れば、地熱発電の湯沢市で
も農産物の栽培をやっていくつもりです。もちろん、
他のメガソーラーもありますし、農業をやる土地やス
ペースはたくさんある。今後は「エナジー」で稼いで、
「あぐりん」で展開していきたい (笑 )。
　君津ではその他、竹を燃やしてペレット（固形燃料）
化する木質バイオマス事業の計画も少しずつ進めてい
ます。君津の周辺はやたらと竹藪が多くて、困ってい
るらしいんです。
　それをエネルギーに転換できれば、一石二鳥ですよ
ね。バイオマス発電という手もある。地元も喜んでく
れる。やりたいことが次々出てきて、本当に困ります
ね（笑）。
　まぁ、でも健康に気を付けて、これからもいろいろ
な夢をみては、息子たちの邪魔にならないよう、少し
ずつ少しずつ、実現に近づけていくつもりです。
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独立してから 40年以上が経過。バイタリティはますます旺盛だ

君津市のメガソーラーの下で栽培されているキクラゲ


